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反射法の解析についてく1）
　　　情報のpid｛ing

一深部物理探査研究　第2報一

川島　威＊　南雲昭三郎＊

On　t血e　Interpretat葦on　of　Seismic　Re逓ection　Metkod

　　　　（1）　Picking　of　Re∬ecttions

　　　　　　by
Takeshi　Kawashima＆Sh6zabur6Nagumo

Abstract

　　A　syste項atic　procedure　to　pick　up　both　re且ections　and　gthef　informations　is　presented．　This

procedure　is　intended　to　pick　up　as　many　informations　as　possible　from．the　seismic　recqrds．　A

special　attention　is　paid　for　the　handling　of　poor　informations．

　　　　　　　要．　旨
最近面積表示方式など，地震記録の表現方法につい

て，著しい進歩が行なわれてきているので，質の貧弱な

情報の処理がはるかに高い信頼度で可能になつてきていF

る。この報告は，貧弱な情報の処理を主眼として，情報

のpickingの手続きを系統的に整理したものである。　F

1．緒　言

わが国の地震探鉱反射法における解析技術は，最も不

満足の状態に取り残されているものの1つである。こン

でいう解析とは，現場作業で得られた地震記録から地下

構造に関係する情報を取り出し，それによつて地下構造

を推定し，石油の探鉱開発の種々の段階にわたつて地震

探銘の結果を利用するすぺての過程を意味しているもの

である。

地震記録のなかには地下構造に関する情報が数多く含

まれている。従来これらのなかから，おもに顕著な情報

しか利用されておらず，質の貧弱な情報（poor　infor－

mation）の取り扱V・はきわめて不満足の状態におかれて

いるQ

　わが国においては，構造の規模が小さく，『摺曲の程度

が著レく，辱また良好な反射面の無いこと，表面層の不規

則性等によつて，，顕著な反射波を得ることは・種々の現

場操作の工作にもかンわらず難しい場合が多い。また顕

著な反射面が存在していても，地下構造の経済的に重要
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な位置においては，反射波が貧弱になることは普通のこ

とである。したがつて，質の貧弱な情報の適切な処理

は，地震探鉱結果を価値あらしめるために非常に大切

なことである。これらの事情はすでにDixの教科書

（1952）1）に繰り返し記されており，また，Case　History

（1948，1956）2）のなかにも散見されてV・る。しかしこれ、

らの質の貧弱な情報の処理の手続きを整理することは非

常に困難なことで，多くの場合解析者の経験による主観

的判断に任かされてきている。．

　最近地震記録の表現方法について著しい進歩が行なわ．
’
れ
，
従 来Poorと判定されていた情報もその信頼陛がよ

り以上に確かめられるようになつてきているgこの機会

に，質の貧弱な情報の処理を主眼として解析法の全般に

わたつて筆者らの私見を述べてみたいと思う。

　この報告は，まず情報のpicking（読み取り）について

述ぺたものであり，次の報告（第3報）は読み取られた情

報から地震断面図を作成する手続きについて述ぺたもの

である。これらの報告獄解析法の手続きに対する1つの

試案であつて，不充分の所も多く，また従来行なわれてい

ることと重復するところもあると思う。しかし，これら

．の整理された手続きがルーチン作業の案内役を果し，情

報のpickingに落ちがなV・ようになり，その結果従来以

上に地下構造が明らかになつてくれば幸いと思う。また

具体的事例について，個々の手続きがさらに改良され，

豊富になつて，より一層完全なものになつてゆくことを

希望する。
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　情報の読み取り（picking）：地震探鉱反射法の解析作

業は，地震記録のうえから反射波その他色々の情報を読

み取ることから始まる。

　地震記録のなかに含まれている数多くの情報をもれな

く拾いあげてゆく手続きについて，個々の原理的な注意

はDixの教科書に述べられている。しかしまだ一定の

手続きを述べたものは無いために，顕著な情報は拾いあ

げられるが，貧弱な惜報は解析者の主観的判断によつて

取捨選択され，貧弱な情報を処理する」定の規則という

ものはないようである。

　また情報のなかには，従来読み取つてやるnormal

time　T．step・out　time△Tのほかに，1ine　upの曲率

とか，h・rizon　breakとか，隣接記録への連続性とか，

地下構造に関係するものが数多くあり，これらの情報を

系統的に拾いあげて地下構造の解明に役立たせてゆくこ

とは非常に大切なことであると考えられる。、

　この報告は，質の貧弱な情報の処理を主眼として，情

報の読み取りの手続きを整理し，それぞれの注意すぺき

事項を述歳たものである。

　ルーチン作業がこのような手続きで行なわれるよづに

なれば，pickingに対する解析者の判断も自ら結果に表

、現され，また再吟味も容易になることと思われる・

2．　】戦arking

　情報の読み取りの手続きは，情報の存在に印をつける

こと（marking）と，その内容を読み取ること（reading）

に大別される。

　markingは、readingに先立つて，記録断面図および

個々の記録について情報の存在に印をつけること，さら

にreadingのさV・に，読み取つた位相に読み取りの印

を書入れることによつて行なわれる。

　2．1記録断面図

　地震探鉱の解析は，地震記象を通じて地下構造を明ら

かにすることを目的とするものであるから，仕事を進め

るにあたつて，波動論的に地震記象を検討するととも

に，常に地下構造を明らかにする観点から全体の記録の

相関に注意していかなければならない。

　そのだめには適当な縮尺の記録断面を用意して，普通

の記録と併用し，巨視的に考えたり微視的に検討した9

しながら解析を進めることが望ましい。

　最初に，この縮尺された記録断面のうえで位相の揃い

をつなげて反射層準を設定していく。大体の傾向を知る

・ための解析であればこめまま読み取つてもよい。しか

し，精度の高い解析を行なうためには，これを参照しな

がら普通の記録を検討し，印をつけていく。

　とくに貧弱な位相の揃いから，仮想反射層準を設定し

ていく場合には，縮尺された記録断面によつて大勢を誤

まらないように配慮することが必要である。記録断面に

よつて，広い視野で記録を検討することで，1ine　upが

途切れているところが，F反射面そのものが切れているの

か，あるいは，他の波との干渉によつて反射波がみに、く

くなつているのか，明らかになるこ，とが多い。‘

　2．2　連続反射層準の設定

　構造も比較的単純で，良い反射面がある場合には，記

録断面上に顕著な位相の揃いが続く。第1図に示した記

録断面の比較的浅い部分は，その一例である。最初にこ

のような顕著な位相ρ揃めをつないで連続反射層準を設

定し，全体の構造について概略を推定する。
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第1図　記録断面一連続反射暦準（1秒以浅）

　　および仮想反射層準（1秒以浅）の例

　この記録断面上に設定された反射層準は，いわば時間

断面であるから，これから地下構造を推定するには反射

面の位置がかなり変動することがあることに注意しなけ

れ凋ならない。反射面が染く，傾斜が大きい時は，かな

り大きく変動する。

　顕著な位相の揃いから連続反射層準を誰定するのは，

貧弱な位相の揃いから仮想反射層準を設定するより概し

て間題が少ない。しかし情報が鮮明であるために，細か

な情報も判別できる場合が多い。すなわち，卓越位相の
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反射法の解析について（1）　（川島　威・南雲昭三郎フ

変化，反射層準の途切れ，わずかな曲率の違いなどが判

別されることが多い。これらの情報が構造上重要な意味

をもつことが多いから，気のついたことはすぺてメモし

ておくとよい。

　このように，記録の良い部分で問題になる例をあげよ

う。第2図（a）は記録断面の一例であるが，浅いline　up

は一見したところよくつながつており，わずかに曲率に

変化があるだけのように見える。この部分を計算して地

震断面図に表現してみると第2図（b）S．P．1からS・P・

1→S．P．2→S，P、3と反射層準を設定して行つた場合

と，S．P．5からS．P．5→S．P．4と設定した場合で若干

深度が食い違う。そこでS．P．・3の記録を詳細に検討

した結果，1ine　upが若干乱れており，さらにより深い

所の1ine　up地震断面等を検討した結果，こンに断層を

1灘

　繹1

　　　　重

　灘

第2図（a）Iine　upの曲率のわずかな変化から断層を推定した例

推定したのである。

　第3図の場合は，卓越位相が変化した一例である。こ

の場合は上下の1ine　upは異常なくつながつているし，

他に断層を推定するような情報はみあたらない。したが

つて単なる岩相の変化と判断されたどころである。

鰯懸、灘

第3図　卓越位相の変化一岩相の変化によるものと推定した例
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第2図（b）　第1断面　図

　第4図はline　upが途切れた場合の一例である。・この

途切れはこの付近の他の測線の記録も検討した結果，断

層と推定された。

　また顕著な位相の揃いが何枚もみられる時には，一応

そのnormal　timeを検討してみることが必要である。

浅￥’反射層準に比較して，そのnomal　timeが整数倍

のものがいくつかある時には，一応多重反射の可能性が

考えられる。後でくわしく吟味をする必要があろう。

　2．3　仮想笈射層準の設定

　連続反射層準が設定できたら仮想反射層準の設定にと
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第4図　反射波の1ine　upが途切れている例一断層を推定した

りかかる。

　反射波の位相の揃いが貧弱で，目を細めてみたり，記

録を斜めからすかしてみたりするとどう1こかつながつて

みえる場合で，それだけにどうつなげるか問題は多い。

反射波のよくでる地域でも，深い反射になると反射波の

質は貧弱になり，仮想反射層準としてでなければつなが

らなくなる。第1図に示した記録断面も，1秒以下にな

ると反射は貧弱になり，仮想反射層準を設定する例とい

えよう。

　この場合には，まず部分的ではあるが顕著な位相の揃

いにマークし，全体の構造を考えながら相関をづけ，仮
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反射波の1ine　upが途切れている例一急傾斜の

　　1ine　upの干渉による

想層準を設定してゆく1どこで途切れ，るめか，どこば

Doubtfu1ではあるがつながるのかを判定することが重：

要になる。

　第5図の例は，仮想反射層準が途中でどうしてもつな
ロ

がらなくなつた例である。この場合には，反射層準が途

中で急傾斜の位相の揃いによつて遮られている。記録断

面の上で反射層準を設定するさいには一こンで途切れてし

まったのであ喬魁波面を作図して包絡線を引いてみ拳

と，非常に円滑につながる。反射面が切れているという

積極的な惜報もなv・ので，こンはDoubtfdではある

が，反射面が続いていると判断された例である。

　第6図のように，位相の揃いをどう相関させるか，瓢

断に迷うことも多い。当然こういうときには二通りの解
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反射法の解析について（1）　（川島　威・南雲昭三郎）

第6図信号が貧弱で2道りに解駅できる例

釈が可能なのであり，どちらとも判断がつかぬときには

二通りに読み取つておくぺきであろう。多くの場合，三

次元的な構造の影響で，異なつた方向から到達した反射

波が干渉し合つていることが多い。

　地表条件などの影響で，ある部分だけ位相が乱れてお

り，そのために誤つて相関させることもあるから，仮想

反射層準を設定する時には相関に注意することが必要で

ある。

　2．4笈射波の干渉

　構造が複雑な場合には，反射面自体としては反射係数

が大きく，質の良い反射波が到達していても異なつた方

向からの2つ以上の反射波が同時に到達し，互いに干渉

し合つて非常にみにくくしていることがある。

　第7図はそのような例である。この場合には3～4の

方向から波が記録されている。

　このように幾つかの波が干渉している時は，骨1昔しみ

第7図反射波の干渉

せずにあたつてみることである。

　こういう複雑なところの解析の場合には，記録断面か

ら深度断面に移すときの反射素片の変動（migration）に注

意しなければならない。記録断面がみていた印象と，深・

度断面に表現したときの印象とではかなり異なることが

ある。

　第8図の記録断面は，位相の揃いがばらばらで，記録

断面のうえから構造を推定するのは困難である。根気よ

く読み取つて深度断面に表現してみた結果が第9図の第：

2断面図であり，これによつてはじゃて断層帯を推定

し，その位置を設定した例を第10図の第3断面図に示
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第8図　記録断面一一見したところ反射の信号が貧弱

で構造を推定することは困難であるが解析によつて断

層の位置を設定した例

した。

　2．5　貧弱な反射波の処理

　反射波が貧弱な場合に，仮想反射層準を設定すること

を述べたが，さらに貧弱になると仮想反射層準でさえ誤

定できず，部分的な反射として処理せざるをえない場合

も多い。位相の揃いが悪く，反射波か，回折波か，また

は偶然の位相の揃いか判定のつかないものもある。記録

断面のう』えからは解釈がつかなかつたものが，深度断面

に表現してみて複雑な構造からの反射波であることがわ

かつた例については前に述ぺた。第11図にみられる部

分的な反射波は計算してみると，反射素片がmigration

によつて急傾斜になり断層のindicationとして役立つた

例である。貧弱な情報をどの程度読み取るかということ

についてはいろいろ意見もあるが，これらの例は，貧弱

な反射といえどもできるだけ読み取つて，一応深度断面

に表現してみる尺きであることを物語つている。

’
そ の地域の地質構造に特徴的な傾向があつたり，また

は調査の進む過程で構造がある程度わかつてきたりし

て，前もつて構造が予想される場合には，そのような構

造のindicationがあるかどうか意識的に検討することも

必要になる。情報が貧弱なためにみいだしていたもの

を，意識して検討した結果みいだす例も多》・。

　2．6　Markingのためのいくつかの工夫

　記録断面に反射層準を設定する過程では，ある傾向の

情報だけをマークじ，他のものをのぞいて考えたり，ま

つたく違つた観点から相関をやり直したり，また原記録

に帰つて検討したりしながら作業が進められ，解析者の

，考えもまとまつてくる。したがつて何枚かの記録断面が

あれば都合が良い。縮尺した記録断面であればその上に

透明なセロフアン（またはビニールセルロイド等）を何

枚か貼りつけて，その上から陶器用鉛筆註1）でマークし

てゆくと便利である。必要に応じてセロファンをはぐつ

てみればよい。

　普通の記録は大きいので，そのような便法は無理であ

る。読み取り用としてマークする記録と原記録として残

すものと2枚再生しておくことが望ましい。青写真に複

写することもよく行なわれるが，時刻線はかなりみにく

くなり，これで詳細な検討をするのは能率が悪い。解析

用として時刻線だけの記録をとつておいて，読み取りの

時に細長く切つて青写真に貼りつけて健うことも一っの

工夫であろう。

3．　Readling

　markingが終つたらreadingにか㌧る。読み取つた

資料はまず機械的に計算し，第一断面図註2）を作成する。

さらに記録断面と対応させながら，地震資料を詳細に検

討し，第2断面図を作成する。解析の進む過程でふた＞

び記録にかえつて検討することを再読み取り（repicking）

と呼ぶ。再読み取りのさいには，正常な反射波かどうか

疑わしい位相の揃いについても吟味する。1

　3．1読み取るべき資料

　従来は主として到達時刻丁，時刻差△丁反射の質等

を読み取つて・いたが，地震記象に含まれている情報はも

つと豊富であり，できればそれらの情報をすぺて読み取

り，構造解析に役立てたい。筆者らは読み取るべき資料

として次のものを考えている。

　（1）反射波の到達時刻および時刻差（T，△T）

　この場合，山をとるか谷をとるかはよく問題にされる

ところである。筆者らはできるだけ前の位相を読み取る

べきであると考えている。波が尾を引いている場合に，

註1）陶器用鉛筆としては，三菱から“DERMATO
　GRAPH”として市販されてv・る。
註2）地震断面図については，次の報告（第3報）で詳し

　　く述べる。
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反射法の解析について（！）　（川島　威・南雲昭三郎）
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第10図　第3地震断面図一地質構造を解釈して断層の位置を設定した
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第13図、回折波の例
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第12図、読み取り用紙の1例
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反射法の解析について（1）　（川島　威・南雲昭三郎）

あとの方の振幅の大きい位相を追えば追いやすいが，最

初の位相の方が器械的な歪をうけることが少ないから，

正確を期するためには，できるだけ前の位相を読み取る

べきであろう。

　また，実際に読み取る時にはtemplateを用いて雑

振動や表層の影響等の偶然の要素をのぞいて読み取る

（Templateの項参照のこと）。

　（2）反射の質

　反射波の振幅の良否と位相の揃い方の連続性を考慮し

て，G（Good），F（Fair），P（Poor），D（Doubt）の4つの等級、

に分ける。その基準は次のとおりである。・

　G：振幅も大きく，長く続いているもの

　F：いずれか一方がやン劣り，一段下げた方が良い

と認められるもの1

　P：振幅および連続陸の両方とも貧弱であるか，また

はいずれか一方が良好であつても，他方が非常に貧弱で

ある場合で，しかも反射波であることが確認されるもの

　D：一応位相の揃いを追うことはできるが反射波で

あることが疑わしいもの

　（3）、隣接記録への継続陸’

　連続断面法で記録断面ができている場合には，反射波

のline　upが続V・ていることは反射面が続V・ていること

を意味する。したがつて隣接記録へ位相の揃いが続いて

いるか否かは，地震断面で反射素片をつなげて良いかど

うかを決定する。隣接記録への継続性はぜひ読み取つて

おくぺき資料である。

　（4）Line　upの曲率

　templateを用いて1ine　upの曲率を検討する。曲率

の大きすぎるものは回折波の疑いがあるし，曲率がゼロ

の場合には反射屈折波（reHected　refraction）かも知れな

い。後の段階でくわしく検討するさいに役に立つ。もち

ろん速度仮定が違つたり，地層に傾斜があれば曲率は変

わるので，その点の点検にもなるわけである。

　（5）地表条件および浅い地層の不規則性

　実際に読み取るときには，templateを用V・てこれらの

影響をのぞいて読み取るべきである。しかし，解析作業

がある程度進んでから，また記録に帰つて見なおすさい

に，その影響を見おとさないように，読み取り用紙に記

しておくとよい。』

　（6）その他

・上記の資料のほかに，回折波・反射屈折波，または多

重反射らしい波があるとか，反射層準の途切れ，卓越位

相の変化等の気のついたことはすぺて記しておく。

　また，記録断面の上には，どういう波か解釈のつかな

い位相の揃いがあることも珍しくない。これらは解析の

進む過程で解釈できることも多いので，気のついたこと

はとにかく記しておくべきである。とくに解析者の判断

が加わつたときには，その判断の基礎を記録しておくと

よい。解析が進むにつれて，始め抱いていた考えが否定

され，新しい考えが支配的になつてくることは珍しくな，

く，むしろそういうことが繰り返されてゆくのである・

が，その過程で前の考えを検討するのに，，前の判断の基

礎になつたものが記されているか否かで非常に違つてく

る。

　第12図に，読み取り用紙の一例を示す。機械的に読

み取つて，しかも落ちなく以上の資料を読み取りうる用

紙を用意しておくべきであろう。

　3．2　　再読み取り　（repicki皿9）

　第1断面図ができたら，第2断面図の作成にとりかΣ

る。1第2断面図には1ine　upの連続性は反射面の長さと

して表現されるから，反射波の質としては，記録のとお

りに振幅の変遷をそのまン読み取る。また，反射層準の

途切れ，回折波，反射屈折波等の意味のあるline　upに

ついて詳細に検討する。

　（1）反射層準の途切れ

　line　upが急に消失したり，だんだん貧弱になつて追

跡できなくな喬ことが多い。前に掲げた第3図は卓越し

た位相が徐々に小さくなつて，その代りに一つ後の位

相が卓越してくる例である。第4図，第5図はそれぞ

れline　upが途切れてつながらなくなつた場合の例で

あるが，第4図の場合には断層を推定しており，第5図

の場合には，・1ine　upは途切れてはいるが『断層ば推定し

てV・ない。これらの1ine　upの途切れの原因としては，

岩相の変化，断層の存在，地表条件の変化，他の波との

干渉等が考えられる。これらの現象が何を示しているか

は，上下の1ine　upの状態，回折波の有無，地表条件等

を考慮して判断を下すのである。したがつて1ine　upは

どこまで続いているか，どのようにして途切れるか，ど

こで卓越している位相が変わつたのか，地表条件はど1う

か，他の波との干渉は考えられないかなどの記録を書添

えておくことが，後の地質的解釈の段階で非常に役に立

つo

　（2）回折波’

　零く知られているように，断層などによつて反射面が

消失したさい，その途切れた点から回折波が発生する。

したがつて回折波は断層の判定のためには有力な情報で

ある。

　variablearea，variabledensity等による断面図表現

が用いられるようになつてから，回折波らしい波の走時

は著しく認めやすくなつてきた。回折波を判定する鍵は
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move　out　timeである。回折源は反射面の途切れたとこ

ろであるから，反射波が見掛け上発生している点，すな

わちimage　poi阜tに較べれば3／2の深さであり，move

out　tfmeがかなり大きくなることは直感的にもわかる。

正確には断層と測線とが直交する時には1／・の深度の反

射波のmove　out　timeと等しくなり，平行の時には同

深度の反射波のmove　out　timeと等しくなる（くわしく

は南雲（1958）13）の報告を参照されたい）。また理論的に
一
は
反
射
点 は受振点とともに移動するが回折点は一定なの

で，回折波の波形は一定であり，この点でも判定が可能な

わけであるが，実際には波形の検討は困難なので主とし

てmove・out　time（1ine　upの曲率）から判断する。深V・所か

らの回折波は，曲率が小さいので反射波との判別が困難’

である。この場合には一応深度断面に移してみると正常

な反射より傾斜が急になつているから判定できる場合が

多い。この傾斜はあまり意味がなく，むしろその位置が

反射を生じた場所を示すものとして意味をもつてくる。

　第13図は回折波の例である。このように鮮明に回折

波が認められれば，1ine　upの曲率からその中心の位置

が求められる。これは回折波が発生した位置，すなわち

反射面が消失した場所である。このようにして断層の位

置が設定される。

　（3）反射屈折波

　比較的浅V・ところで，move　out　timeが全くなV・line

upがあれば，一応反射屈折波と考えられる。第14図は

その例である。この場合は構造を推定し走時を検討した
　　　　　　　　　　ノ結果，唯一の解ではないが断層帯からの反射屈折波と考

えてもよいことが確かめられた。

　（4）多重反射

　顕著な反射層準が何枚もある場合に，normal　timeが

浅い層準の整数倍であるものは，一応多重反射の可能性

があることを前に述べた。

　それをくわしく検討するためには次の3点を吟味する

ことが必要である。

　①normaltimeを調べる。

　②　move　out　timeを吟味する。地層の速度分布

は・溌度が深く客るほど速度が大きくなることが多いか

ら，浅い地層の問を重複している厘射波のmove　gut

timピは正常な反射のそれと比較して大きくなつている

はずである。

　③　傾斜を検討する。反射層が傾斜している場合に『

は・その重複反射の回数が増すたびに，見掛けの傾斜は

大きぐなるはずである。

　3．3　　Templat¢

　Dixの教科書に記されている反射波読み取り用の

菱

轍懸

難灘繋
嚢盤

第14図　反射屈折波と思われる1ine　upの1例

templateは，実際に使用して非常に役に立つものであ

る。第15図は筆者らの使用しているtemplateめ一例で

ある。V・＝1，650m，受振点問隔25mにっV・て，nor－

mal　time　T・＝0．5，0．8，1．5secの水平な反射面から

の反射波走時の理論曲線を入れたものである。1表層速度

V・，受振点問隔は，各現場ごとに異なるので，幾種類も

作る必要がある。

　templateについては，次の3つの使い方がある。

▽…ニズ6カ

4工2　25甲”L

　　κダ，〃
oし8
　　qゲ

巧
　
ρ8
α
5

第15図　Templateわれわれが使用しているもの

　　　V－1，650痴／s　　㍑一25m
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反射法の解析について（1）　（川島　威・南雲昭三郎）

　（1）反財波の判定

　templateを1ine　upの上に当て，1ine　upの曲率を

1理論曲線と比較検討する。これは反射波の到来方向を判

定し，反射波か，回折波か，または反射屈折波かを判定

する資料とする。

　（2）地表条件および浅い地層の不規則性の除去

　第16図は浅い所に顕著な反射があり・しかも澤い地

層の不規則性により1ine　upに凹凸がある実際の例であ

る。深い反射にも浅い地層の不規則性の影響が明瞭に認

められる。このような場合にte；nplateを用いて浅い地

il…li灘

鰯灘

第16図　浅い所に顕薯な反射があり，浅い地層の不規

　　　則性が明瞭に認められる例

層の不規則性をのぞく方法については，Dixの教科書に

述べられてV・る。すなわち浅V・反射の1ine　upの上に

templateを載せ，その凹凸をマークし，深V・反射を読み

取るときにはその影響をのぞいて読み取るのである。

　（3）△Tの読み取りの精度を高める

　templateを用いずに△Tを読み取る時はうその読み

取りに用いるトレースが偶然の要素によっ七影響を受け

ている場合に，かなり大きな誤差が入ることが避けられ

なV・。、templateを用いて，line　upの上に理論曲線を合

わせ，個々のトレースの凹凸はのぞV・てtemplateの傾

きで△Tを読み取れば，偶然の要素による誤差は避け

られ読み取りの精度は高くなる。

　templateを用いてT，△Tを読み取る時に前の印を

消し，新しく読み取つた位相の上に印を書入れ，読み取

りの番号をつけておく。このように読み取りの印を書入

れておくことは，地震断面図と記録を対応させて検討す

る時に，ことに△Tの誤差を検討する時に役立つもの

である。

4．1結　　語

　最近面積表示方式等，地震記録の表現方法について著

しい進歩が行なわれてきているので，従来，きわめて不

満足な状態におかれていた質の貧弱な情報の処理が，

はるかに高い信頼度で可能になつてきている。質の貧

弱な情報が経済的に重要な意味をもつことも多いので，

その適切な処理は非常に大切である。この報告では，貧

弱な情報の処理を主眼として，情報の読み取りについ

て，筆者らの私見を述べた。地震記録のなかに含まれる

すべての情報を，できうる限りもれなく表現して，解析

内容を充実させることを目的としたものである。

　読み取りの仕事は，大別してmarkingとreadingに2

分される。markingは顕著な1ine　upから貧弱な1ine

upへ，連続した反射層準の設定から仮想反射層準の設

定へ，さらに部分的なIipe　upのmarkingと進められ

る。この場合地下構造を明らかにするための構造地質学

および層位学的な観点と，波動論的な観点の2つの観点

に立ちながら，巨視的に考察したり，微視的に検討した

りすることが重要となる。

　marking・が終わつたらその資料を読み取るのである

が，読み取るべき資料は，normal　time　T．step　out

time△Tのほかにline　upの曲率反射層準の途切れ，

隣接記録への連続匪等がある。　’、

　記録から読み取られた全部の反射波を，機械的に計算

して第1断面図が作成される。さらに記録断面と対応さ

せながら再読み取りを行なう。この再読み取りのさいに
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は，よりくわしく地震資料を検討し，とくに正常な反射

以外の波の可能性のあるline　up，すなわち回折波，反

射屈折波，多重反射波等について吟味する。これらの情

報はすべて記号化されて第2断面図に記入される。さら

に地下構造に対する解釈を総合的に表現した第3断面図

が作成される。こンに述べた地震探鉱反射法の情報の読

み取りについての筆者らの私見は，不備な点も多いの

で，種々御批判を頂いて完成されてゆきたい。これによ

つて，情報の読み取りの手続きが整理され，ルーチン作

業における読み取りに落ちがなくなり，その結果精度の

高い解析が可能になれば幸いである。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和35年工月稿）
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